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今は無き「白い家」
（H17年解体・現在は「みんなの家」
　として活動場所となっています。）
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　こんにちは。２期生で第2代目会長の山口充修です。学生時代はサーフィンに明
け暮れていた私も現在は県立高校の教員として働いています。同窓会会員の皆様に
おかれましてもますますご活躍のことと思います 
　さて、我らが宮崎公立大学も今年度15歳になりましたが、同窓会としても昨年
度は発足10周年を記念し、大々的にホームカミングディを開催し大盛況の後に終
わることができました。総会では同窓会の名称を「凌雲なな会」に変更しました。
今年度も同窓生のためだけに企画を考えていますので、久しぶりに母校で講義を受
け、懇親会で語り合ってはいかがでしょうか。仕事や勉学について何かのヒントが
もらえるかもしれません。 

会長挨拶
宮崎公立大学同窓会凌雲なな会

会長　山口　充修

理事長挨拶

学長挨拶
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　”進み始めた宮崎公立大学地域貢献“
　宮崎公立大学のキャンパス内に、最近では多くの社会人の方々の姿を見ることが
できます。月曜から金曜までの一般学生が受講している講義室の前列に、自ら学ぼ
うと意欲的に参加されている姿を、講義室の一番後ろから拝見できることを、私は
大変意義あるものと考えています。平成20年度からスタートした宮崎公立大学開
放授業の様子です。
　大学の先生方の用意周到で熱心な講義を現役学生と共に学ばれている地域住民の
方々の意欲的な姿勢に感動を覚え、それを快く受け入れている宮崎公立大学の先生
方、職員、そして学生の姿にも心から感謝し、私自身もいつの間にか受講生になっ
て自己伸長の大きな刺激となっています。
　宮崎公立大学が一歩一歩、開かれた大学になっている一場面をご紹介しました。

　公立大学の特長の一つは、開学以来、学生が生涯学生の素質をそなえていること
です。その一面は、卒業生が何かにつけて大学にホームカミングしてくれるところ
に端的に表れています。愛嬌のない私でさえ、メールと電話でのコミュニケーショ
ンも含めると、一週間に一人の卒業生とも会わない、あるいは連絡を取り合わない
ということはほとんどありません。
　卒業生と公立大学の普段のさりげない行き来は、見かけでは、再会、相談、慶び
や哀しみの知らせ、プレゼントとさまざまです。しかし、私は卒業生の表情や声や
メールの中に、生涯学生への憧れを決して見逃しません。その憧れにふれて心を打
たれています。
　教職員の努力で※「自主講座」が一つひとつ開花し、それを重要な裾野にしてつ
いに今春※「開放授業」が実現したとき、私は地域住民とともに卒業生たちとその
嬉しさを分かち合いました。

宮崎公立大学

学長　中別府　温和

公立大学法人 宮崎公立大学

理事長　内藤　泰夫

※自主講座……教員が自主的に独自の企画で行う講座
　開放授業……地域の人々が学生と一緒に正規の授業を受講するもの
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～あの頃の自分に会いに来ませんか～～あの頃の自分に会いに来ませんか～

平成20年10月12日（日）
受付開始 14:00～  （学生食堂前）

学内ツアー 14:30～15:00（学生食堂前集合）
ミ ニ 講 義 15:30～17:20（103大講義室）
総会・懇親会 18:00～20:00（学生食堂）

中別府温和学長、川瀬隆千先生、田縁正治先生、
大賀郁夫先生、田中宏明先生、戸高裕一先生ほか
中別府温和学長、川瀬隆千先生、田縁正治先生、
大賀郁夫先生、田中宏明先生、戸高裕一先生ほか懇親会参加予定教員

10月12日は、ホームカミングディ！！10月12日は、ホームカミングディ！！

H20年9月12日（金）までに、同封の参加申し込みハガキに記入をして送付して下さい。　

託児所も設けていますので、
是非お子様と一緒に参加して下さい

申込締切

１時間目（15:30～16:00）１時間目（15:30～16:00） 2時間目（16:10～16:40）2時間目（16:10～16:40）

「再履修・国際関係論―
アメリカと日本の再編―」

田中　宏明 先生田中　宏明 先生

日　　時

プログラム

宮崎公立大学同窓会凌雲なな
会は昨年に引き続き、今年も
ホームカミングディを開催し
ます。卒業生の皆さん、懐か
しい母校で、恩師や学友と再
会し、楽しい一日を過ごしま
せんか。

田中  薫先生（出版文化）

田中宏明先生（国際関係）

竹野　茂先生
（オーラル・コミュニケーション）

ミニ講義
懇親会

同窓会オリジナル
ワインで乾杯！

（託児希望の方は、（0985）20-4844または
yamaguchi-i@miyazaki-mu.ac.jpまでご連絡下さい）

講義名

「英語音声訓練と
　　　　　　性格分析」

竹野　茂 先生竹野　茂 先生

講義名

3時間目（16:50～17:20）3時間目（16:50～17:20）

「アートセンターに
　　　　　　　託す夢」

田中　薫 先生田中　薫 先生

講義名
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!!
学内ツアーでは平成17年に開館した凌雲会館も見学しました。

四方先生の講義を初めて
　　　受ける卒業生が多く、
　　　　皆さん興味津々でした

気分はすっかり学生です♪

体は30代だけど、気持ちはまだまだ20代！？ 韓国からの
　　参加者も！

手相を語
る罍昭吉

先生

親子での
参加もO

K!！

　2007年10月7日、宮崎公立大学キャンパスにおいて同窓会10周年を
記念したホームカミングディが開催されました。
　当日は、予想をはるかに上回る100名以上の卒業生、教職員の方が参
加され、懐かしのキャンパスで同窓生や恩師とふれあうことができ、非常
に有意義な時間を過ごすことができました。ホームカミングディでは、学
内ツアー、３名の先生方によるミニ講義、総会、懇親会を実施しました。
　学内ツアーでは、みんなの家（旧・白い家）や凌雲会館など、新しく出
来た施設を見学しました。ミニ講義では、１時間目、川瀬隆千先生による
「卒業生限定！今だから言える！遠距離恋愛は本当に続かないのか？」、
２時間目は四方由美先生による「社会人のためのジェンダー論」、３時間
目は、実践女子大学におられます罍昭吉先生による「手相と宮崎県」でし
た。
　総会・懇親会では、「なな会」から「凌雲なな会」への名称変更が承認
されました。その後の懇親会では、おいしい料理とお酒を頂きながら、そ
れぞれ旧交を温め合い、大盛況に終わりました。
　ご参加、ご協力いただきました皆様、本当にありがとうございました。
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　私が宮崎公立大学を離れ、母国の大学に
赴任したのが2001年２月末。約７年ぶり
にサバティカル（研究年）をいただき、大
阪の国立民族学博物館の客員研究員とし

て約一年間日本で過ごすことになった。帰
国後も大学の仕事が忙しく、ゆっくり自分
の足跡を省みる余裕すら持たず、ひたすら

走ってきたように思う。だからといって、
これといった業績も残せず苛立ちはつのる
一方でやっとこの一年間自分を省みるチャ
ンスを手にしたのだ。そして、私の大学教
員としての「源郷」である公立大学のこと
を大事にしまってあった記憶の引き出しか
ら取り出し、今の自分を見つめなおしてい
る。いつも脳裏の片隅には公立大がしっか
り居場所を構えており、まるで愛に目覚め
た少年がこっそりしたためた恋文を人目を
忍んで何度も読み返すように公立大のホー
ムページを覗いたり、過去の同僚とメール
のやり取りもしていた。16年間の日本滞
在期間のうち、ちょうど半分の８年間を宮
崎で過ごしているので、複数ある「ふるさ
と」の一つである公立大はいつも私を省み
る際の「鏡」のような気がする。だから、

大事である分、こうなってほしい、ああ
なってほしいと「欲」も出る。この「欲」
は「源郷」を支えるエネルギーの一つであ
る。卒業生の皆さんもこのエネルギーに少
なからず支えられていることと察する。ゆ
えに、今のような自分があることを「源郷」
に知らせ、その「欲」をも伝えてくれたら
いいなと思う。

　公立大学法人宮崎公立大学は、法人

独自の事務職員を今年度から正式に採

用することになり、4月より、正規職

員（プロパー職員）として3名の方が

採用されました。その内の1名が本学

卒業生の小林元気さん（6期生）です。

　「会員の皆様、こんにちは。私は今

年度より、母校である宮崎公立大学に

採用され、主に図書館司書と大学広報の職務に携わっていま

す。仕事の内容は多岐にわたりますが、公立大学法人化の節

目に採用されたということもあり、既存の業務のあり方を再

考し、新しいシステムを企画・発案・実行していくことが求

められています。卒業後英語教員として私立高校に勤めてい

たのですが、担任や進路指導の仕事でMMUの話題が出る

とき、どうも生徒や保護者の反応が薄い気がしました。私自

身はMMUほどモラトリアム期を過ごすうえで適した環境

は無いと考えています。先日『丸平』で行われた軽音楽部

のOB会でも、いい歳をした大人30名弱が5時間以上も想

い出を語り合って思わず涙（嘔吐）するほど、充実した4年

間がそれぞれにありました。『MMUの内情は素晴らしいの

に、外部の人間には知られていない。』もどかしく感じてい

た矢先、大学広報に任命されました。私たちの誰もが知る

MMUの素晴らしさを、一般社会に広く伝えていくことが、

職員でありOBでもある私の最優先課題だと考えています。」

※宮崎公立大では、今年度も大学職員採用試験を実施しま

す。試験申込受付期間は、８月４日（月）～８月21日（木）

までとなります。なお、試験案内及び申込書は、宮崎公立大

学企画総務課で配布しています。（郵便請求も可。）詳しい内

容については大学ホームページをご覧下さい。

平成19年度　卒業式&入会式
 　平成20年3月24日に、宮崎公立大学第12期生（210
名）が卒業を迎えました。卒業式が行われた後、同窓
会凌雲なな会への入会式が行われ、山口会長から新会
員に向けてのあいさつがありました。「同窓会も昨年、
創立10周年を迎えることがで
きました。これからも母校、
同窓生のために共に頑張りま
しょう」と意気込みを語られ
ました。

恩師からのメッセージ 崔　仁宅先生

崔仁宅先生　福知山大原産小屋にて

崔仁宅先生　北朝鮮金剛山にて

６期生　

小林　元気さん

プロパー職員紹介
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　ふと気が付くと、宮崎公立大学を卒業し
て故郷愛知県に戻ってから、すでに半年
以上が経ちました。４月から中学校の教員
として働く私は、この歳にして急に35人の
子どもをもった母親(!?)のような気持ちで、
毎日楽しく忙しく過ごしています。
　と 同時に、大学で学べたということに
日々感謝している所存です。授業の場面

でも生徒指導の場面でも、大学の講義で学んだ事がパッと頭に浮
かんだり、先生方に 頂いた助言等が思い出されたりすることは
少なくありません。また、学生の時には自分自身と見つめ合う時
間をたくさんつくることもできました。自分の将来について深く
考えられて、しかも実行できるというのが大学４年間の醍醐味で
した。だから学生の人たちには、是非「今を大切に」過ごしてい
ただきたいです。
　ちなみに…初任でマンモス校の職員旅行企画を任された私。
さっそく卒業の日に同期生全体に呼びかけた懇親会運営の経験
が生かされそうです…。苦笑）

近 況 報 告 リ レ ー
　こんにちは。第１期入学、２期卒業の那須隆博と申します。現在、ＮＨＫの社会部で、記者を
しています。10年前、何の志もなく、まぐれで入社してしまった私。そんな、あま～い考えの私
に待ち受けていたのは、想像以上に厳しい記者という仕事と社会人の大変さでした。新人時代は
会社でデスクに怒られ、取材先に怒られ、さらには朝、夜、プライベート、休みのない日々に出
社拒否寸前に。体重は10キロ以上減り、30秒に１度は「会社を辞めたい」と思う毎日で身も心も
ボロボロでした。そんな私が辞めずにすんだのは、大学時代の親友たちのおかげでした。辞めそ
うになる度に、朝までつきあって愚痴を聞いてくれた親友たち。そんな仲間たちと出会え、さま
ざまな経験ができた宮崎公立大学にはいまでも感謝しています! !

１期生
那須　隆博さん

活躍する部活

　「世界を股にかけたビジネスを」と夢み、神戸の貿易商社に入り、はや９年が立ちました。
入社以来、アパレルを扱っており、主にアジア各地で生産をし、日本とアメリカのマーケットに販売を
しています。
　日々、夢描いた世界と現実とを近づける作業の連続ですが、その甲斐あり、西は中国、韓国、東南
アジア。東はアメリカへと、パスポートに捺された判子の数も、年を追うごとに増えていく状況です。
　全てを培ったのは、紛れも無く、公立大での学生生活であり、更には中国、蘇州大学への交換留学
からが私の社会人生活の始まりだったようにも思います。
　12年前、暖房設備の無い、凍えるような教室で湯たんぽを抱えながら学習した冬。
灼熱の太陽と戦いながら、ゴビ砂漠をひたすら西に進んだシルクロードでの夏。
全てが、今の自分を支える大切な思い出です。
　モラトリアムの時代に貴重な人生勉強の場を与えてもらった公立大に感謝を感じるとともに、巷の
ニュースで話題にこと欠かない存在になった宮崎を誇らしげにも感じながら、日々過ごしております。

２期生
青地　善嗣さん

　私たち、ダンス部は四年生8名、三年生5名、二年生14名、一

年生23名の計50名と部員も年々増える中活動しています。私た

ちは毎年、部活動紹介、凌雲祭、その他各イベントへの参加をし

ています。部活では、基礎の練習以外に、さまざまなイベントに

向け、みんなで振りを考え、協力し合いながら楽しく練習に励ん

でいます。現在の四年生が立ち上げたダンスサークルは、部員に

も恵まれ、昨年サークルから部へと昇格しました。これから、もっ

とダンスを披露できるように、練習に励んでいきたいと思います。

50名という大人数の中で一人ひとり個性を発揮し、楽しくダンス

の練習に励んでいるので、機会があれば、ぜひ凌雲祭に遊びに来て、

ダンス部の踊りも見にきてください。（３年・向畑　玲那）

活躍する部活現役 新会員紹介

12期生
榊　麻記さん

ダンス部

「１期生　濱田雄志さんからバトンを受け継いだ」

「１期生　吉田朋弘さんからバトンを受け継いだ」
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　平成17年度に開講した「キャリア設計」では２年生を対象に、自分自身の将来設計を養うため
の講義が行われています。社会で活躍されている方々を講師として招き、在学生にご自身のキャ
リアを語っていただき、今年は３名の卒業生が教壇に立ちました。ウェディングプランナーの吉
田絵美子さん（８期生）、宮崎県警察の舛屋誠さん（６期生）、ソフトウェア開発企業にお勤めの
吉井加奈（旧姓宮原）さん（7期生）が、大学生活をどのように過ごしたのか、社会人としての
経験などを在学生に熱心に語られていました。

会計報告

   今年で創立15周年を迎え、歴史を少しずつ刻んでいる公立大学ですが、大学に
キャンパスソングがないということからつくられたのが「スクールソング部」です。
今年に入りサークルとして活動を始め、校内掲示板やHPで歌詞を募りながら、キャ
ンパスソング制作に力を注いでいます。メンバーは軽音楽部、鍵盤の会など音楽好
きの学生が集まって作詞・作曲を行っています。同窓会も共同で歌詞作りを行う予
定で、今年度の卒業式までに完成させ、式で披露することが目標です。ホームペー
ジに候補曲や歌詞を載せていますので、ぜひアクセスして、ご意見、ご感想をどし
どしお寄せください。

ht tp ://campussong .web . fc2.com/index .h tml

平成19年度　同窓会凌雲なな会　決算案
１．歳　入

項　　目 予　算　額 収入済額 増減額 摘　　　要
前 年 度 繰 越 金 4,000,000 5,016,582 1,016,582 
会 費 200,000 588,630 388,630 38名分（卒業生）
入  会 金 4,000,000 4,080,000 80,000 ＠20,000×204名（新入生）　
雑 入 100 10,372 10,272 利息
合 計 8,200,100 9,695,584 1,495,484 

２．歳　出
項　　目 予　算　額 支出済額 不用額 摘　　　要

人 件 費 720,000 645,262 74,738 事務局事務員手当
需 用 費 150,000 113,686 36,314 通信費・消耗品・手数料等
委 託 費 1,500,000 952,509 547,491 アンケート、名簿作成料等
設 備 費 400,000 186,510 213,490 パソコンリース料負担金等
親 睦 会 補 助 費 300,000 274,898 25,102 親睦会開催費
学 生 活 動 補 助 費 300,000 300,000 0 大学祭補助費
役 員 手 当 120,000 158,000 △ 38,000 手当等
役 員 通 信 費 10,000 0 10,000
諸 活 動 費 200,000 565,870 △ 365,870 MMUオリジナルグッズ作成費等
繰 出 金 1,800,000 1,800,000 0 特別会計へ
予 備 費 2,700,100 190,450 2,509,650
合 　 計 8,200,100 5,187,185 3,012,915 

・歳入額　9,695,584－歳出額　5,187,185円＝4,508,399円（繰越金）
・同窓会準備金　残高　17,311,695　円

平成20年度　同窓会凌雲なな会　予算
１．歳　入

項　　目 予　算　額
前 年 度 繰 越 金 4,000,000 
会　　　　　 費 200,000 
入 　 会　　 金 4,000,000 
雑　　　　　 入 100 
合　　　　　 計 8,200,100 

２．歳　出
項　　目 予　算　額

人　　 件　　 費 720,000 
需　　 用　　 費 200,000 
委　　 託　　 費 1,500,000 
設　　 備　　 費 400,000 
親 睦 会 補 助 費 1,000,000 
学 生 活 動 補 助 費 330,000 
役　 員　 手　 当 240,000 
諸　 活　 動　 費 550,000
繰　　 出　　 金 1,800,000 
予　　 備　　 費 1,460,100 
合　　　　　 計 8,200,100 
※平成19年度総会にて承認済み
・同窓会準備金予算　19,111,695円
・役員通信費についてはとりやめ

スクールソング部　活動風景

（単位：円） （単位：円）

（単位：円） （単位：円）

吉田絵美子さん（８期生） 舛屋　誠さん（６期生） 吉井（宮原）加奈さん（７期生）



職　名 氏　　名

会　長 山口　充修 ２期生
副会長 源嶋　りさ １期生
〃 河野　賢太郎 ２期生
〃 清家　啓史 ２期生
〃 益田　浩志 ３期生

総　務 田中　裕紀 ５期生
〃 新名　千恵 ５期生
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  ■大学を去られた先生方

　こんにちは、８期生の中竹です。現在は、高鍋町の保
険代理店で営業職として日々を慌しく送っています。会
議や仕事の都合で宮崎市内へ出向く事も多々有りまして、
大学へもフラリと立ち寄る事もあり、いつまでも母校の香
りに浸れる環境に感謝しております。決して真面目な学生

ではなく、先輩として胸を張れるような生活態度ではなかったのですが我が
母校への感謝の念は大きく、ほんの僅かの恩返しでもと思い、役員を務めさ
せて頂いております。昨年は『ホームカミングディ』に100名近い方にご参加
頂き、誠にありがとうございました。今年も目標200名を掲げ、より参加し易
くより盛大なものとなります様、凌雲なな会一同一丸となって取り組んでお
ります。より多くの方に、参加と言うよりは『母校へ遊び』に来て頂けるの
をお待ちしております。

編集後記
　宮崎公立大学は創立15周年を迎えました。大学、恩師、友達と大学生活の思
い出は人それぞれですが、同窓会や大学のために協力してくださる卒業生がた
くさんいらっしゃいます。会報発行にあたり、たくさんの卒業生が母校に対しい
ろんな思いを持っていると感じました。大学を卒業して改めて、公立大の良さ
や懐かしい大学時代を感じることがあると思います。今年、2度目のホームカミ
ングディが開催されますが、少しでも卒業生になにか還元できるようにと同窓会
の役員は頑張っています。皆さん、ぜひ、遊びに来てください。また、ホームペー
ジではキャンパス写真を毎日更新しています。変わらない風景、変わった風景、
授業風景、学生の様子など、懐かしい大学の風景を楽しんでください。

凌雲なな会　事務局職員　山口郁美（11期生）

発行者：宮崎公立大学同窓会「凌雲なな会」
  〒880-8520　宮崎市船塚1-1-2
TEL ：０９８５－２０－４８４４
FAX ：０９８５－２０－４８４５
E-mai l：yamaguch i - i@miyazak i -mu .ac . jp
ホームページアドレス：http ://www.nanaka i . jp/
印刷：小野高速印刷㈱

  ■役員一覧

１～６期生へ、会費納入のお願い
　母校は、今春16回生を迎えました。同窓会は今後、会
報の発行、ホームカミングディの開催、オリジナルグッズ
作成などの事業を行っていく予定です。同窓会費は、同
窓会とこれらの事業の唯一の財源です。卒業生の皆様に
は同窓会費二万円を頂いていますが、１～６期生において
は、卒業時に二千円を払って頂いた以降、完納されている
方が、いまだ少ないのが現状です。少しでも納入率を挙
げるため、今回、振込用紙を同封いたしましたので、お手
数とは存じますが、会費納入をお願い致します。
　残金においては、振込用紙に記しておりますので、ご確
認下さい。なお、完納されている方にはこの旨の用紙は入
れておりません。
　納入していただいた皆様、ありがとうございました。

役員より一言 8期生
中竹　仁さん

平成8年3月31日 信森　廣光教授 平成15年3月31日 内嶋　善兵衛教授（2代目学長）
平成9年3月31日 平嶋　義宏教授（初代学長） 〃 笹谷　孝教授

〃 荒木　博之教授（平成11年12月逝去） 〃 友杉　孝教授
〃 スタンレイ・デイビス講師 平成17年3月31日 罍　昭吉教授

平成10年3月31日 山本　展男教授 〃 玉木　徹志教授
〃 佐藤　一義講師 〃 村上　忠良講師

平成11年3月31日 江上　芳郎教授 平成18年3月31日 田中　薫教授
〃 峰尾　一路教授 平成19年3月31日 浜野　崇好教授（3代目学長）

平成12年3月31日 南　諭子講師 〃 マリリン・ブックス教授
平成13年2月28日 崔　仁宅助教授 〃 王　　智新教授
平成13年3月31日 高司　正夫教授 〃 下　　絵津子講師
平成14年3月31日 菊住　昌一教授 （平成19年12月逝去） 平成19年4月   川又　祥平准教授（逝去）

〃 森薗　英輔教授 (平成19年9月逝去） 平成20年3月31日 野中　博史教授
〃 奥野　正男教授 〃 新井　克弥准教授

職　名 氏　　名

総　務 肥田木　洋之 ６期生
〃 中竹　仁 ８期生
〃 勝家　伸男 ９期生
〃 木前　謙司 10期生
〃 下登　由香 10期生
〃 長濱　初菜 11期生
〃 矢野　智恵子 11期生

職　名 氏　　名

〃 川野　洋平 12期生
〃 中村　由佳梨 12期生
〃 吉田　真美 12期生

監　事 小山　夕貴子 ４期生
〃 秋山　彩子 ５期生

顧　問 川瀬隆千教授

in
MMU

vol.92008 AUG2008 AUG

凌雲なな会
だより


